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【第29回】助成期間：令和6年4月～令和7年3月
◆共同研究1（新規）
新潟県中越大震災から20年のアフター復興プロセス研究
　代表者：諸橋和行（中越防災安全推進機構事務局長）
　共同研究者：上村靖司（長岡技術科学大学教授）他6名
◆共同研究２（新規）
農業・防災サイバーフィジカルシステムを用いた新教育プログラムの創出
　代表者：小林一樹（信州大学教授）
　共同研究者：力丸彩奈（長野工業高等専門学校准教授）他2名

【第30回】　助成期間：令和6年10月～令和7年9月
◆共同研究1（新規）
能登半島地震の復興工事における廃瓦の地域コンクリートへの活用研究
　代表者：津田誠（石川工業高等専門学校教授）
　共同研究者：参納千夏男（北陸電力株式会社科長）他1名
◆共同研究2（新規）
能登半島地震で被災したASR劣化橋梁に対する安全性評価のための遠隔モニタリン
グシステムの構築
　代表者：深田宰史（金沢大学教授）
　共同研究者：津田誠（石川工業高等専門学校教授）他2名
◆共同研究3（新規）
令和6年能登半島地震の被害を受けた重文民家ならびに歴史的な民家建物に対する
デジタルツインによる建物内外の被害状況の記録作成‐被災から復旧・復興に至る調
査研究
　代表者：村田一也（石川工業高等専門学校教授）
　共同研究者：平山育男（長岡造形大学教授）他1名
◆共同研究4（新規）
積雪地域での地震被害とその防災に関する研究
　代表者：上石勲（防災科学研究所雪氷防止研究センター特別研究員）
　共同研究者：上村靖司（長岡技術科学大学教授）他4名
◆共同研究5（新規）
海岸砂丘の液状化リスクの定量化に関する研究事業
　代表者：池田隆明（長岡技術科学大学教授）
　共同研究者：郷右近英臣（北陸先端技術大学院大学准教授）他1名

【第30回】現在、5事業が実施中。

【第29回】
中越地震から20年が経過した被災地の現状を明らかにし、今後10年（I震災30年）の地域
づくりに関する住民の関与、行政の支援体制などをヒアリング調査し、他地域の災害復興
や地域づくりに参考となるものと期待できる。
また農防CPSに基づく教育プログラムの活用により、農業生産性の向上に加え、地域防災
力の向上やシビックプライドの醸成につながる効果が期待される。
本研究成果は北陸地域に限らず、同様の課題を持つ地域においても、防災・減災、復旧・
復興、地域づくりの取り組みに活かすことができるものと考えられる。

　公募型助成事業の一環として、北陸地域の社会資本整備に係る地域づくり、産業振
興、建設技術等に関する課題の解決に向けた技術開発、調査研究を行う研究グルー
プを支援し、地域のさらなる活性化と振興を図る。

一般社団法人 北陸地域づくり協会
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